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　市では、大地震などの大規模災害が発生した場合に備え、市、市民、ライフライン事業者、自衛隊、神奈川県警察、
消防機関などが連携を図り、迅速に活動するための訓練や市民の皆さんが参加・体験できる訓練を行います。
　市民の皆さん一人一人が災害に備える意識を持つことが大切です。総合防災訓練への積極的な参加をお待ちしています。
担当� 危機管理課　☎046（252）7395　5046（252）7773

※新聞を購読されている方には、 新聞に折り込まれます。
○新規のお申し込み 申込専用電話 1046（252）8684（市政戦略課）
○届かない場合 （株）神奈川新聞総合サービス 70120（111）429 （無料）

希望者への「広報ざま」の戸別配布を実施中

　市では、総合防災訓練と同日の午前 ８時に「かながわシェイクアウト（いっせい防災行動訓練）」を実
施します。詳しくは担当へ。

○参加方法　開催時間中に会場へ
○内　容　煙体験、炊き出し、人命
救助訓練、各種防災・自衛隊装備
展示（自走架柱橋、偵察用オート
バイ）、自衛隊カレーの試食など

○参加方法　午前 ９時〜 ９時３０分ご
ろに直接会場へ
○内　容　市内で被害を受けた個人
宅や各種施設からの支援要請に基
づいての派遣訓練など

○持ち物　動きやすい服装、帽子、飲み物、
タオル、軍手など
※中止の判断を当日午前 ６時に行い、中止
の場合は市ホームページ、座間市緊急情報
いさまメール（いさまメール）でお知らせ
します。いさまメールの登録はパソコンなどでURL（www.
anshin-bousai.net/zama/）から登録ができます。
※災害時を想定していますので車での来場はできません。

かながわシェイクアウト
（いっせい防災行動訓練）

平成２９年度座間市総合防災訓練　９月2日（土）午前 ９時〜１１時３０分
中央会場

相模が丘小学校（相模が丘三丁目 1番 1号）
サニープレイス座間
（総合福祉センター）
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消防団による救助訓練

結束する精鋭

はしご車訓練

煙体験自衛隊カレーの試食消火訓練を行う市民
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防災行政無線を
聞き逃した方は

　防災行政無線
で放送された内
容を音声で確認
できる、「音声
自動応答サービ
ス」を行っております（通話料無
料）。ご利用ください。
○音声自動応答サービス　7０１２０
　（６７３）６７９

担当� 危機管理課
�☎046（252）7395　5046（252）7773
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第23期農業委員および
農地利用最適化推進委員決まる

　第２３期農業委員および農地利用最適化推進
委員が決まり、農業委員会の会長には井上俊
春さん、会長職務代理者には澤田富美雄さん
が委員の互選により選出されました。農業委
員および推進委員は、農業の維持・発展のた
め担い手の育成と農地の保全を目指します。
なお、新しい農業委員および推進委員は次の
方々です（敬称略・順不同）。

担当� 農業委員会事務局　☎046（252）７３９７　5046（255）３５５０

氏　名 担当地区

飯島　英勝 栗原・さがみ野・東原・ひばりが丘・南栗原

小林　多賀雄 座間

井上　俊春 —

曽根　覚 栗原・栗原中央・立野台・西栗原・東原

澤田　富美雄 座間

山本　輝和 入谷・座間

小泉　聡 四ツ谷

大矢　義孝 新田宿

山田　広樹 小松原・相模が丘・広野台

加藤　幸雄 入谷・栗原・緑ケ丘・明王

瀨戸　司郎 入谷

小野　たづ子 相武台

氏　名 担当地区

大木　秀夫
栗原・栗原中央・小松原・さがみ野・立野台・西栗原・
東原・ひばりが丘・南栗原

星野　正孝 入谷・相模が丘・座間・新田宿・相武台・広野台・緑
ケ丘・明王・四ツ谷

若菜　成之

会長　井上俊春さん

第２３期農業委員

農地利用最適化推進委員
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市マスコット
キャラクター
  「ざまりん」

0120（867）860（通話料無料）
※つながらない場合は☎03（5524）8500へ、
聴覚障がい者は専用ファクス503（3562）8435へ
（通話・通信料発信者負担）。
担当　医療課　☎046（252）7295　5046（252）7043

座間市24時間健康電話相談2

担当　健康づくり課 　☎046（252）7225　 046（255）3550
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帳、バスタオル、おむつ、ミルクなど　申込方法
＝電話予約

とき＝随時　ところ＝市民健康センター　内容＝
食事療法や健康全般についての栄養士や保健師へ
の相談　持ち物＝健康手帳（持っていない方は当
日発行）　申込方法＝電話予約

とき＝ 9月 5 日（火）午前10時〜11時30分（受け
付けは午前 9時30分〜 9 時50分）　ところ＝市民
健康センター　内容＝離乳食の作り方・すすめ方、
子どもの発達・予防接種について　対象＝おおむ
ね 5〜 6 カ月児とその保護者　定員＝20人（申込
順）　持ち物＝母子健康手帳、ティースプーン　
申込方法＝電話予約

とき＝ 9月 5 日（火）午後 2時〜 3 時30分（受け
付けは午後 1時20分〜 1 時45分）　ところ＝市民
健康センター　内容＝離乳食のすすめ方、子ども
の発達について　対象＝おおむね 7 〜 8 カ月児と
その保護者（離乳食が 2回食の赤ちゃん）　定員
＝20人（申込順）　持ち物＝母子健康手帳、ティ
ースプーン、抱っこひもなど　申込方法＝電話予
約

個別健康相談

赤ちゃん教室

もぐもぐ教室

とき＝ 8月17日（木）・29日（火）いずれも午後
1時15分〜 2 時15分受け付け（時間厳守）　とこ
ろ＝市民健康センター　対象＝平成29年 2 月生ま
れ（対象者には個人通知）と対象月に受けられな
かった 1歳未満児

ＢＣＧ接種
とき＝① 8月25日② 9 月 1 日いずれも金曜日午前
9時30分〜10時30分受け付け　ところ＝①市公民
館②北地区文化センター　内容＝身体測定、食事・
発育・育児の相談　持ち物＝母子健康手帳　参加
方法＝直接会場へ

ところ＝市民健康センター　対象＝初産で妊娠18
〜35週の方とその夫　受講料＝300円（テキスト代）
持ち物＝母子健康手帳、筆記用具　申込方法＝ 9
月 8 日（金）までに電話予約

とき＝ 9月 6 日（水）午前10時〜11時30分　とこ
ろ＝市民健康センター　内容＝子育ての悩みなど
を保健師や助産師と語り合う　対象＝ 1歳ぐらい
までの2,500グラム未満で生まれた乳児および多胎
児（双子含む）とその家族　持ち物＝母子健康手

育児相談

ハローベビークラス（母親父親教室）

ぴよぴよ・チェリー教室

※聴覚障がいのある方の問い合わせ先　5119 
※救急診療は、急病で困ったときにご利用ください。
※基本的に救急診療は応急処置を行いますので、後日かかりつけの病院などで必ず診察を受けてください。
※電話をかける場合は電話番号をお確かめの上、お間違えのないようご注意ください。

◆夜 間

月曜～金曜日    ：午後 7時～ 9時45分
土曜・日曜日、祝・休日：午後 6 時～ 9時45分

休日急患センター
（市民健康センター１階）1046（252）9090内 科

午後 6時～10時 （診療時間）外 科
月曜～金曜日    ：午後 7時～ 9時45分
土曜・日曜日、祝・休日：午後 6 時～ 9時45分

休日急患センター
（市民健康センター１階）1046（255）9933小児科

（外科系を除く）

受付時間診療場所電話番号診療科目

消防テレホンサービス1046（251）0119でご確認ください。

◆休日（日曜日・祝日）昼間
受付時間診療場所電話番号診療科目

午前 9 時～11時45分、午後 2時～ 4時45分休日急患センター
（市民健康センター１階）

1046（252）9090内科・外科
午前 9 時～11時45分、午後 2時～ 4時30分1046（252）8217歯 科

耳鼻咽喉科・ 午前9時～正午、午後 2時～5 時（診療時間）消防テレホンサービス1046（251）0119でご確認ください。婦人科・眼科

午前9 時～11時45分、午後2時～4 時45分休日急患センター
（市民健康センター１階）1046（255）9933小児科

（外科系を除く）

救急診療 担当 医療課　1046（252）7295　5046（252）7043

◆深 夜

午後10時～翌日午前 8時消防テレホンサービス1046（251）0119でご確認ください。　内科・外科

小児救急情報センター1046（255）9933でご確認ください。小児科
（外科系を除く）

受付時間診療場所診療科目

午後10時～翌日午前 7時
 （重病の場合は午前 8 時）

と　き 内　容
9月11日（月）
午後 ２時～ 4時

妊娠中に知っておきたいこ
と、歯のケアについて

9月15日（金）
午後 ２時～ 4時

体重管理のコツ、骨とカル
シウムについて

9月22日（金）
午後 ２時～ 4時 出産のイメージをつけよう

9月23日（土）
午前 9時30分～11時45分

赤ちゃんの沐
もく

浴
よく

、妊婦疑似
体験、これからに向けて

　さまざまな事情により家庭で生活できない
子どもたちを、自らの家庭に迎えて養育する
「里親制度」についての講座です。
○と　き　 9 月25日（月）午前10時〜正午
○ところ　市役所 5階 5− 4・ 5会議室
○内　容　里親による体験発表、厚木児童相
談所職員による里親制度の説明

○参加費　無料
○申込方法　電話で厚木児童相談所☎046（224）
1111（内線3128）へ

担当� 子ども政策課
� ☎046（252）8026　5046（255）5080

　配偶者や恋人などからの暴力（ＤＶ＝ドメ
スティック・バイオレンス）に悩んでいませ
んか。これらの暴力には、身体的暴力をはじ
め精神的暴力や経済的暴力など、さまざまな
ものが挙げられます。一人で考え込まずにＤ
Ｖ相談をご利用下さい。秘密は守られます。
○と　き　月曜・火曜・水曜・金曜日（祝日
は除く）午前 ９時〜正午、午後 1時〜 5時
１５分

○ところ　市役所 1階広聴人権課
○費　用　無料
担当� 広聴人権課
� ☎046（252）8483　5046（252）0220

○と　き　 9 月 7 日（木）①午前 9時30分②
10時③10時30分（時間指定不可）

○ところ　市民健康センター
○内　容　骨健康度測定、測定後の結果説明
と生活・栄養の話
　※素足で測定しますので、脱ぎやすい靴下
でご参加ください。
　※足が冷えていると測定できない場合があ
りますので、あらかじめご了承ください。

○対　象　20歳以上の方で、 1年間以内に一
度も骨健康度を測定したことがない方（骨
に関し医療機関受診中（内服中）の方を除
く）

○定　員　①〜③各10人
○参加費　300円（資料代）
○申込方法　 9月 5日（火）までに電話また
は直接担当へ

担当� 健康づくり課
� ☎046（252）7225　5046（255）3550

平成29年度里親講座

「子どもたちのしあわせのために」

配偶者などからの暴力に悩んでいる方へ

ＤＶ相談のご利用を

目指せ！骨☆元気

○受付時間　▽市民健康センター＝午前 8時45
分〜11時▽北・東地区文化センター＝男性午
前 9時〜 9時45分、女性午前 9時45分〜11時
（変更あり）

○検査内容　▽胃がん＝問診、胃部X線間接撮
影▽大腸がん＝便潜血反応検査

○対象者　 4 月 1 日時点で40歳以上の方
○受診料　▽胃がん＝千円▽大腸がん＝500円
○申込方法　 9月 4日（月）〜１１日（月）に電
話または直接担当へ

胃・大腸がん集団検診　申し込みは 9 月 4 日から 

担当� 健康づくり課
� ☎046（252）7225　5046（255）3550

と　き ところ
１０月 ４ 日（水） 東地区文化センター
１０月１４日（土） 市民健康センター
１０月３１日（火） 市民健康センター
１１月 7 日（火） 北地区文化センター
１１月 8 日（水） 市民健康センター
１１月２４日（金） 市民健康センター
１１月３０日（木） 市民健康センター
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三次救急 

二次救急 

一次救急 入院を必要と 
しない軽症患者 

入院を必要とする 
重症患者 

命に危険が及ぶ 
重篤患者 

　●
 

自
家
用
車
が
な
く
、
タ
ク
シ

ー
会
社
に
連
絡
し
た
が
、
待
ち

時
間
が
長
か
っ
た
た
め
に
行
わ

れ
た
救
急
要
請
。

　●
 

寝
た
き
り
の
家
族
が
ベ
ッ
ド

か
ら
落
ち
て
し
ま
っ
た
が
、
高

齢
者
の
み
の
世
帯

の
た
め
、
ベ
ッ
ド

に
戻
せ
な
い
た
め

に
行
わ
れ
た
救
急

要
請
。

　●
 

外
来
で
受
診
す
る
よ
り
も
救

急
搬
送
さ
れ
た
方
が
待
ち
時
間

な
く
受
診
で
き
る
と
い
う
理
由

で
の
救
急
要
請
。

　●
 

入
院
を
す
る
予
定
で
、
入
院

に
必
要
な
用
品
を
ま
と
め
て
か

ら
の
救
急
要
請
。

　●
 

救
急
要
請
を
し
た
が
、
希
望

の
医
療
機
関
で
の
受
診
が
で
き

な
い
た
め
に
搬
送
を
断
っ
た
。

　

自
力
で
来
院
で
き
、
外
来
の

治
療
だ
け
で
入
院
を
必
要
と
し

な
い
軽
度
の
患
者
に
つ
い
て
、

か
か
り
つ
け
医
や
休
日
急
患
セ

ン
タ
ー
が
対
応
し
ま
す
。

　

主
に
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
、

入
院
を
必
要
と
す
る
重
症
患
者

に
つ
い
て
、
救
急
医
療
に
必
要

な
設
備
な
ど
を
備
え
て
い
る
と

認
定
さ
れ
た
救
急
告
示
病
院
が

対
応
し
ま
す
。
休
日
・
夜
間
は
、

近
隣
市
の
病
院
を
含
め
た
当
番

病
院
が
、
輪
番
で
対
応
し
て
い

ま
す
。

　

命
に
危
険
が
及
ぶ
よ
う
な
重

篤
患
者
に
つ
い
て
、
救
命
救
急

セ
ン
タ
ー
を
持
つ
病
院
が
対
応

し
ま
す
。

　

軽
症
患
者
を
二
次
救
急
で
対

応
す
る
と
重
症
患
者
へ
迅
速
な

対
応
が
で
き
な
い
だ
け
で
な
く
、

医
療
従
事
者
へ
の
負
担
が
増
加

し
、
救
急
医
療
体
制
の
維
持
が

困
難
に
な
り
ま
す
。

　

休
日
急
患
セ
ン
タ
ー
や
救
急

病
院
で
は
、
基
本
的
に
応
急
処

置
の
対
応
と
な
り
ま
す
。
普
段

か
ら
健
康
の
相
談
が
で
き
る「
か

か
り
つ
け
医
」
を
持
ち
、
体
調

が
悪
く
な
っ
た
と
き
は
、
診
療

時
間
内
に
診
察
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

　

か
か
り
つ
け
医
は
、
病
歴
や

薬
の
ア
レ
ル
ギ
ー
、
生
活
環
境

な
ど
の
健
康
状
態
を
把
握
し
て

い
る
た
め
、
適
切
な
診
断
・
治

療
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
か
か
り
つ
け
医
を
利
用

す
る
こ
と
で
、
救
急
病
院
で
診

察
を
受
け
る
軽
症
患
者
が
減
り
、

重
症
患
者
の
救
命
活
動
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

　

夜
間
の
子
ど
も
の
急
な
発
熱

な
ど
、
病
院
に
行
く
べ
き
か
ど

う
か
の
判
断
に
困
る
場
合
の
た

め
に
「
座
間
市　

時
間
健
康
電

２４

話
相
談
」を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
電
話
相
談
で
は
、
看
護

師
な
ど
の
有
資
格
者
が
、　

時
２４

間
体
制
で
対
応
し
て
お
り
、
看

病
の
仕
方
や
受
診
の
目
安
な
ど

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

○
受
付
時
間　
　

時
間
対
応

２４

○
相
談
内
容　

健
康
に
関
す
る

相
談
全
般

○
電
話
番
号　

7
０
１
２
０（
８

６
７
）
８
６
０
（
聴
覚
障
が

い
者
専
用
フ
ァ
ク
ス
5
０
３

（
３
５
６
２
）
８
４
３
５
）

　

※
電
話
が
つ
な
が
ら
な
い
場

合
は
1
０
３
（
５
５
２
４
）

８
５
０
０
（
通
話
料
発
信
者

負
担
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

二二二二二二二二二二二
次次次次次次次次次次次
救救救救救救救救救救救
急急急急急急急急急急急

一一一一一一一一一一一
次次次次次次次次次次次
救救救救救救救救救救救
急急急急急急急急急急急

三三三三三三三三三三三
次次次次次次次次次次次
救救救救救救救救救救救
急急急急急急急急急急急

二二二二二二二二二二二
次次次次次次次次次次次
救救救救救救救救救救救
急急急急急急急急急急急
ののののののののののの
88888888888
割割割割割割割割割割割
以以以以以以以以以以以
上上上上上上上上上上上
ははははははははははは
軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽
症症症症症症症症症症症
患患患患患患患患患患患
者者者者者者者者者者者

かかかかかかかかかかか
かかかかかかかかかかか
りりりりりりりりりりり
つつつつつつつつつつつ
けけけけけけけけけけけ
医医医医医医医医医医医
ををををををををををを
持持持持持持持持持持持
ととととととととととと
ううううううううううう

座座座座座座座座座座座
間間間間間間間間間間間
市市市市市市市市市市市

時時時時時時時時時時時
間間間間間間間間間間間
健健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康康
電電電電電電電電電電電
話話話話話話話話話話話
相相相相相相相相相相相
談談談談談談談談談談談
ののののののののののの
ごごごごごごごごごごご
利利利利利利利利利利利
用用用用用用用用用用用
ををををををををををを

2222222222244444444444

座座座座座座座座座座座
間間間間間間間間間間間
市市市市市市市市市市市

時時時時時時時時時時時
間間間間間間間間間間間
健健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康康
電電電電電電電電電電電
話話話話話話話話話話話
相相相相相相相相相相相
談談談談談談談談談談談

2222222222244444444444

　

消
防
本
部
第
１
警
備
課
の
佐

藤
紀
裕
、
落
合
純
一
、
小
林
幸

大
チ
ー
ム
が
、
救
助
技
術
を
競

い
合
う
全
国
消
防
救
助
技
術
大

会
に
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま

す
。

　

同
チ
ー
ム
は
、
県
消
防
救
助

技
術
指
導
会
ほ
ふ
く
救
出
で　
４２

チ
ー
ム
中
、
第
１
位
と
な
り
全

国
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

県
代
表
と
し
て
出
場
す
る
同

チ
ー
ム
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

全全
国国
消消
防防
救救
助助

技技
術術
大大
会会

○
と　

き　

８
月　

日
（
水
）

２３

○
と
こ
ろ　

宮
城
県
総
合
運
動

公
園
グ
ラ
ン
デ
ィ
・　
２１

　

ガ
ラ
ス
片
や
注
射
針
な
ど
の

危
険
物
が
誤
っ
て
排
出
さ
れ
た

り
、
排
出
方
法
が
守
ら
れ
な
か

っ
た
り
す
る
と
、
収
集
や
選
別

を
行
う
作
業
員
に
危
険
が
及
び

ま
す
。

　

危
険
物
を
排
出
す
る
際
に
は
、

次
の
排
出
区
分
、
排
出
方
法
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

刃刃
物物
、、
割割
れれ
物物
、、
ガガ

ララ
スス
片片
なな
どど

（（
けけ
がが
のの
恐恐
れれ
））

○
排
出
区
分　

燃
え
な
い
ご
み

○
排
出
方
法　

新
聞
紙
で
包
む

な
ど
触
れ
て
も
危
な
く
な
い

よ
う
に
し
、
他
の
ご
み
と
分

け
、
分
か
り
や
す
い
と
こ
ろ

に
「
危
険
物
」
と
明
記
し
て

排
出

スス
ププ
レレ
ーー
缶缶
、、
カカ
セセ

ッッ
トト
ボボ
ンン
ベベ
なな
どど

（（
爆爆
発発
のの
恐恐
れれ
））

○
排
出
区
分　

燃
え
な
い
ご
み

○
排
出
方
法　

必
ず
中
身
を
使

い
切
っ
て
か
ら
排
出

注注
射射
針針
、、
点点
滴滴
のの
針針

なな
どど
（（
感感
染染
のの
恐恐
れれ
））

○
排
出
区
分　

排
出
禁
止

○
排
出
方
法　

購
入
し
た
医
療

機
関
な
ど
に
相
談

担
当 

消
防
管
理
課　

1
0
4
6（
2
5
6
）2
2
1
4

 

5
0
4
6（
2
5
6
）2
2
1
5

担
当 

資
源
対
策
課　

1
0
4
6（
2
5
2
）7
9
8
5

 

5
0
4
6（
2
5
2
）7
6
1
6

　

救
急
医
療
体
制
は
、
症
状
の
重
さ
に
よ
っ
て
次
の
一
次

救
急
〜
三
次
救
急
に
分
け
て
対
応
し
ま
す
。

　

医
療
機
関
が
持
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
つ
い
て
理
解
し
、

適
切
な
医
療
機
関
で
の
受
診
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

危
険
物
の
排
出
方
法

危
険
物
の
排
出
方
法

市
消
防
職
員
が
全
国
大
会
出
場

市
消
防
職
員
が
全
国
大
会
出
場

　

平
成　

年
中
に
座
間
市
の
救
急
車
が
出
場
し
た
件
数
は

２８

５
５
６
０
件
（
５
１
２
８
人
搬
送
）
で
す
。

　

全
国
的
な
出
場
件
数
の
増
加
は
、
高
齢
化
に
よ
る
急
病

の
出
場
要
請
の
他
、
緊
急
性
が
低
い
と
思
わ
れ
る
出
場
要

請
の
増
加
が
一
因
と
な
っ
て
い
ま
す
緊
急
性
が
低
い
要
請

が
多
発
す
る
と
、
生
死
に
か
か
わ
る
傷
病
者
の
要
請
に
対

し
て
救
急
車
の
到
着
が
遅
延
し
て
し
ま
い
、
救
え
る
命
を

救
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

救
急
車
の
適
正
利
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

担
当 

医
療
課　

1
0
4
6（
2
5
2
）7
2
9
5

 

5
0
4
6（
2
5
2
）7
0
4
3

市
の
救
急
医
療
体
制

市
の
救
急
医
療
体
制

担
当 

消
防
管
理
課　

1
0
4
6（
2
5
6
）2
2
1
1

 

5
0
4
6（
2
5
6
）2
2
1
5

救
急
車
の
適
正
利
用
に

ご
協
力
を

救
急
車
の
適
正
利
用
に

ご
協
力
を

　

救
急
の
現
場
で
は
、
一
刻

も
早
い
処
置
が
必
要
で
す
。

　

明
ら
か
に
不
要
な
要
請
で

は
な
い
場
合
は
、
迷
わ
ず
に

通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
上
記
の
「
座
間
市

　

時
間
健
康
電
話
相
談
」
で

２４症
状
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス

や
近
く
の
医
療
機
関
の
紹
介

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

判
断
に
迷
っ
た
ら

通
報
を

判
断
に
迷
っ
た
ら

通
報
を

緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊
急急急急急急急急急急急
性性性性性性性性性性性
ががががががががががが
低低低低低低低低低低低
いいいいいいいいいいい
ととととととととととと

思思思思思思思思思思思
わわわわわわわわわわわ
れれれれれれれれれれれ
るるるるるるるるるるる
事事事事事事事事事事事
例例例例例例例例例例例
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座
間
・
大
和
市
で
は
、　

月
１０

９
日
（
月
）

に
開
催
す
る

危
険
物
取
扱

者
試
験
の
受

験
者
を
対
象

と
し
た
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

○
と　

き　

９
月　

日
（
日
）

２４

午
前
９
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

○
と
こ
ろ　

大
和
市
消
防
本
部

（
大
和
市
深
見
西
４－

４－

６
）
３
階
講
堂

○
対　

象　

乙
種
第
４
類
受
験

者
○
定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

５０

○
受
講
料　

９
４
０
０
円

○
申
込
方
法　

消
防
本
部
予
防

課
、
東
・
北
分
署
で
配
布
す

る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
参
加
費
を
添
え
て
直

接
担
当
へ
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油
類
や
化
学
物
質
が
川
に
投

棄
さ
れ
た
り
、
道
路
の
側
溝
や

雨
水
ま
す
な
ど
か
ら
河
川
に
流

出
し
た
り
す
る
と
、
魚
な
ど
の

生
き
物
が
死
ん
だ
り
、
生
活
用

水
の
取
水
が
で
き
な
く
な
っ
た

り
す
る
な
ど
の
大
き
な
被
害
を

引
き
起
こ
す
水
質
事
故
が
発
生

し
ま
す
。

　

水
質
事
故
の
多
く
は
、
誤
っ

て
薬
品
な
ど
を
流
出
さ
せ
る
な

ど
の
人
為
的
ミ
ス
、
余
っ
た
油

や
ペ
ン
キ
の
洗
い
水
を
道
路
側

溝
に
捨
て
て
し
ま
う
な
ど
の
水

質
事
故
に
対
す
る
意
識
の
欠
如

に
よ
り
発
生
し
ま
す
。
水
質
事

故
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
持

ち
、
事
故
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し

ょ
う
。

　

ま
た
、
水
質
事
故
を
発
見
し

た
場
合
は
、
速
や
か
に
担
当
へ

ご
報
告
く
だ
さ
い
。
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夏
の
終
わ
り
か
ら
秋
に
か
け

て
は
、
台
風
な
ど
の
風
水
害
が

多
く
発
生
す
る
季
節
で
す
。

　

河
川
の
近
く
や
低
地
に
居
住

す
る
方
は
、
浸
水
害
へ
の
備
え

を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

　

県
で
は
、
相
模
川
の
洪
水
浸

水
想
定
区
域
を
左
図
の
通
り
見

直
し
ま
し
た
。こ
の
見
直
し
は
、

近
年
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
水
害
時
の
降
水
量
を
勘
案

し
、
考
え
ら
れ
る
最
大
雨
量
か

ら
浸
水
区
域
を
特
定
し
た
も
の

で
す
。
風
水
害
対
策
の
参
考
に

し
ま
し
ょ
う
。
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風
水
害
が
予
想
さ
れ
る
場
合
、

雨
が
降
り
出
し
て
か
ら
家
の
外

へ
避
難
す
る
こ
と
は
危
険
で
す
。

　

避
難
情
報
が
発
表
さ
れ
、
自

宅
が
浸
水
想
定
区
域
に
含
ま
れ

る
場
合
は
、
１
階
か
ら
２
階
な

ど
上
層
階
へ
と
自
宅
の
中
で
避

難
す
る
「
垂
直
避
難
」
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

相武台前駅 相武台前駅 
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避
難
の
際
に
は
、
食
料
や
飲

料
水
な
ど
の
生
活
必
需
品
や
貴

重
品
を
上
層
階
に
持
ち
込
む
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域

な
ど
土
砂
災
害
の
危
険
が
あ
る

地
域
も
、
降
雨
時
に
は
垂
直
避

難
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

上
層
階
が
無
い
住
宅
や
上
層

階
へ
の
移
動
が
容
易
で
は
な
い

方
は
、
風
雨
が
強
く
な
い
状
況

で
発
令
す
る
「
避
難
準
備
・
高

齢
者
等
避
難
開
始
」
情
報
を
参

考
に
、
市
が
開
設
す
る
避
難
所

や
家
族
・
知
人
宅
へ
早
め
に
避

難
を
し
ま
し
ょ
う
。

　７月３０日に市消防団が消防操法技術
を競い合う市消防団消防操法大会を開
催しました。
　同大会では、座間１・２丁目地域を
担当する第２分団第３部が小型ポンプ
操法の部で、明王・入谷地域を担当す
る第１分団第１部がポンプ車操法の部
で最優秀賞を受賞しました。

市消防団員募集
　消防団は消防署と同じ消防機関ですが、消防署が常備の消防機関であ
るのに対し、消防団は、普段、個々の職業を持っている住民が災害時に
消防団員となり、消防活動を行う非常備の消防機関です。
　消防団の身分は、非常勤特別職の地方公務員であり、報酬と出勤した
場合の活動手当が支給されます
　次の入団条件全てを満たす希望者は、電話、ファクスまたは直接担当
へご連絡ください。
◆入団条件
　● １８歳以上４５歳未満の方
　● 心身とも健康な方
　● 市内に居住している方

市学生消防団活動認定制度
　消防団員として地域社会へ貢献した大学生の就職支援などを目的
として、功績を認証する「座間市学生消防団活動認証制度」を実施
しています。
○対　象　在学中に１年以上消防団活動を行った大学・大学院・専
門学校生または卒業・終了後３年以内の方

○申請方法　消防本部２階消防総務課で配布する認証推薦依頼書に
必要事項を明記し直接担当へ

担当 消防総務課　1０４６（２５６）２２１１　5０４６（２５６）２２１５

大会の様子

　友好交流都市秋田県大仙市では、７月２２日・２３日の大雨の影響で市の西側を流れる雄物川が氾濫
し、８００戸以上に及ぶ床上浸水や多数の土砂崩れが発生した他、秋田新幹線の線路が一部崩れ落ちる
など大きな被害が出ました。
　市では、大仙市復興のための義援金を募っています。詳しくは、担当へお問い合わせください。
○義援金受付　市役所１階総合案内

担当 危機管理課　1０４６（２５２）７３９５　5０４６（２５２）７７７３

被害の様子

友好交流都市大仙市への義援金友好交流都市大仙市への義援金

市消防団消防操法大会市消防団消防操法大会

垂直避難
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に、中学校を卒業した者と同等以上
の学力があるかを認定するために国
が行う試験です。合格者には高等学
校の入学資格が与えられます。
試験日＝１０月２６日（木）　試験場所
＝県立総合教育センター善行庁舎（藤 
沢市善行）　試験科目＝国語、社会、
数学、理科、外国語（英語）　受験
案内配布期間＝９月８日（金）まで 
配布場所＝市役所５階教育指導課
担当 教育指導課

1０４６（２５２）８７３２　5０４６（２５２）４３１１

市内の消防車・救急車出動件数

火災・災害情報の問い合わせは、テ 
レホンサービスへ　1０４６（２５１） １３９９

�

基本がわかるとカンタン！
チラシの作り方講座

とき＝９月２４日（日）午前９時３０分
～午後０時３０分　ところ＝座間市民
活動サポートセンター（ざまコミュ
ニティプラザ）１階　内容＝市民活
動のイベントの広報や会員募集のチ
ラシ作成の際のポイントやヒントを
学ぶ　対象＝市民活動をしている個
人・団体　定員＝２０人（申込順）　
受講料＝無料　申込方法＝９月２１日
（木）までに電話またはファクスで
問い合わせ先へ　問い合わせ先＝同
センター1０４６（２５５）０２０１5０４６（２５５）
３２４３
担当 市民協働課

1０４６（２５２）７９６６　5０４６（２５５）３５５０

布ぞうりを作ってみませんか？

とき＝９月９日（土）午後０時３０分
～４時３０分　内容＝古布を再利用し
ての布草履作り　対象＝市内在住・
在勤・在学者　定員＝１５人（多数抽
選）　参加費＝千円（材料代など） 
持ち物＝白糸、木綿針、かぎ針（４
号以上）　申込方法＝８月２２日（火）
までに電話または直接担当へ
担当 リサイクルプラザ

1０４６（２５２）７９６３　5０４６（２５２）７９６４

�

◆こども夏まつり
とき＝８月１９日（土）午前１０時～午
後２時　内容＝巨大迷路、働く車大

市公民館
1０４６（２５５）３１３１　5０４６（２５２）２７７６

団体名簿、会則など）を担当へ持参
担当 青少年課

1０４６（２５３）８４１５　5０４６（２５９）２１６３

手話通訳者養成講座

とき＝９月８日～１１月２４日（１０月２７
日を除く）毎週金曜日午後７時３０分
～９時３０分（全１０回）　ところ＝北
地区文化センター　内容＝神奈川県
手話通訳者認定試験に向けての実技
演習　対象＝市内在住で今年神奈川
県手話通訳者認定試験の受験資格が
ある方　受講料＝無料　申込方法＝
８月２２日（火）までに電話またはフ
ァクスで担当へ　※教材として「新
しい手話２０１７」９７２円、「手話通訳Ⅲ
ホップステップジャンプ」３，０２４円を
使用します。お持ちでない方は、併
せて購入の申し込みをしてください。
担当 障がい福祉課

1０４６（２５２）７９７８　5０４６（２５２）７０４３

都市計画道路の
変更素案の縦覧と公聴会

　市と県では都市計画道路の変更な
どに係る素案を取りまとめました。
素案は縦覧が可能で、関係者は公聴
会で意見を述べることができます。
公述を希望する方は、期間中に担当
へお問い合わせください。
内容＝①市＝都市計画道路３・６・
８号田中相武台下線の廃止②県＝都
市計画道路３・４・５号座間南林間
線の変更（上記市の廃止に伴う変更）
【縦覧・意見書提出】
とき＝①８月２９日（火）～９月２８日
（木）②８月２９日（火）～９月１９日
（火）※土曜・日曜日、祝日を除く。 
ところ＝市役所４階都市計画課　意
見提出対象者＝市内在住者、利害関
係者　提出方法＝所定の様式（縦覧
場所で配布）に必要事項を記入し、
〒２５２－８５６６市役所４階都市計画課宛
てに郵送または直接担当へ持参　※
縦覧・意見書の提出は、市と同様に
県でも可能です。詳しくは、県都市
計画課1０４５（２１０）６１７５または担当へ
お問い合わせください。
【公聴会】
とき＝１０月１６日（月）午後７時～９
時　ところ＝市役所４階４－２会議
室　※公述人は１０人程度を予定して
いますが、公述の申し出がない場合
は中止となります。
担当 都市計画課

1０４６（２５２）７３７６　5０４６（２５５）３５５０

就学義務猶予免除者等の
中学校卒業程度認定試験

　病気などやむを得ない事由で、保
護者が義務教育諸学校に就学させる
義務を猶予または免除された子ども
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お問い合わせやお申し込みは開館日時をご確認の上、ご連絡ください。市役所は原則として祝・休日や年末年始を除く月曜～金曜日の午前８時３０分～
午後５時１５分にお願いします。なお、ファクスでお申し込みの場合は、「件名」、「連絡先」など必要事項を明記して下さるようお願いします。

ヒアリを発見したら

　特定外来生物ヒアリには毒があり
ます。ヒアリと思われるアリを発見
したときは、刺激せずに手で触れな
いようにし、問い合わせ先へお問い
合わせください。
　ヒアリに刺された場合は安静にし、 
めまい、嘔吐などの症状が出た方は、
救急車を要請するなど、速やかに医
療機関を受診しましょう。
ヒアリの特徴＝体長２．５～６ミリメー 
トルで赤茶色、ドーム状のアリ塚を
作る　問い合わせ先＝▽ヒアリコー
ルセンター1０４５（２１０）４３１９▽環境省
野生生物課1０４８（６００）０８１７
担当 危機管理課

1０４６（２５２）７３９５　5０４６（２５２）７７７３

生ごみを減らして快適な夏を
生ごみ処理容器の購入費助成制度

　市では「電動式生ごみ処理機」や
「生ごみ堆肥化容器」を購入する世
帯に対し、購入費の助成制度を設け
ています。特に、生ごみ堆肥化容器
の補助額を増額し、対象製品も幅広
く補助できるようになっています。
暑くて生ごみが腐りやすいこの時期
に、どうぞご利用ください。
▽電動式生ごみ処理機（一世帯１台） 
補助額＝購入価格の４分の３※上限
５万円、１００円未満切り捨て。▽生ご
み堆肥化容器（一世帯２台まで）補
助額＝購入価格の１０分の９※上限２
万円、１００円未満切り捨て。助成制度
を利用するには、事前の申し込みが
必要です。購入後の申し込みは補助
の対象となりませんので、必ず購入
前に電話で担当へお申し込みくださ
い。
担当 資源対策課

1０４６（２５２）７９８５　5０４６（２５２）７６１６

青少年芸術祭舞踊部門
ダンシング イン ＺＡＭＡ ２０１８

　市青少年芸術祭実行委員会では、
舞踊部門の出演団体を募集します。
とき＝平成３０年３月１１日（日）午後
１時～５時　ところ＝ハーモニーホ
ール座間（市民文化会館）大ホール 
対象＝市内を中心に活動する青少年
の舞踊（ダンス）団体　募集団体数
＝３団体（多数抽選）　応募方法＝
青少年センター１階青少年課で配布
する募集要項（市ホームぺジからダ
ウンロード可）を確認の上、９月１
日（金）までに必要書類（申込書、

集合、お話し会、子ども将棋教室、
かるた取り、茶会、囲碁・琴教室、
クラフト、豆移し、サマーサイエン
ス、おもちゃ病院、模擬店他　入場
＝自由（幼児は保護者同伴）
◆親と子が共に育つ教室～お母さん
が好き

とき＝９月２８日～１２月７日（１１月２３
日を除く）毎週木曜日午前１０時～正
午（全１０回）　テーマ＝お菓子作り
で仲間作り、子どもと遊ぶというこ
とは、目からうろこのコミュニケー
ション講座、本はいいなあ、お母さ
んはすごい、生きているだけですば
らしい、公民館コンサート、クリス
マス小物作り他　講師＝藤井久江さ
ん、宇野努さん、佐藤千代子さん他 
対象＝幼児を持つ保護者　定員＝３０
組（多数抽選）　保育＝あり（一人
５００円＝１０回分）　参加費＝無料（実
習費は実費）　持ち物＝筆記用具　
申込方法＝９月８日（金）までに電
話、ファクスまたは直接同館へ

�

◆多文化交流サロン～世界の窓
とき＝８月１９日、９月１６日、１０月２１
日いずれも土曜日午後２時～４時　
内容＝いろいろな国の人が集まり自
分の国のことを話す　参加費＝無料 
参加方法＝当日直接同センターへ
◆なつやすみおはなし会
とき＝８月２３日（水）午前１０時３０分
～１１時１５分　内容＝パネルシアター
「くらげの骨なし」、ブラックパネ
ルシアター「星のうた」「アイスク
リームのうた」他　読み手＝おはな
しサークルききみみずきん　入場＝
自由
◆音楽サロン～オーボエとファゴッ
トのひみつ

とき＝８月２５日（金）午後７時～８
時３０分　対象＝どなたでも　参加費
＝無料　定員＝５０人（申込順）　奏
曲＝バッハ作曲「２つのメヌエット」、 
マンシーニ作曲「ひまわり」、プー
ランク作曲「オーボエ・ファゴット・
ピアノの為の三重奏曲」　演奏者＝
鈴木深惠さん、丸山佳織さん、加藤
純子さん　申込方法＝８月２４日（木）
までに電話、ファックスまたは直接
同センターへ
◆北文おもちゃ病院開院
とき＝９月９日（土）午前１０時～正
午（受け付けは午前１１時３０分まで） 
内容＝壊れたおもちゃの修理（修理
できない物もあります）　対象＝小
学生以下（保護者同伴）　定員＝２０
人（先着順）　費用＝無料（部品代
などは実費）　参加方法＝当日直接
同センターへ

北地区文化センター
1０４２（７４７）３３６１　5０４２（７４７）８５４２

救急車（件）消防車（件）
１月～７月（累計）７月１月～７月（累計）７月平成
３，３９２５３２３８７４７２９年
３，１６７４９４３４３４８２８年
２２５３８４４－１増減
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◆ワーキングママへの準備講座
とき＝①９月１４日②２８日③１０月５日
いずれも木曜日午前１０時～正午（全
３回）　テーマ＝①地域の先輩ワー
キングママに聞く体験談②座間市の
保育基礎情報～子ども子育て支援新
制度で何が変わったの？③麦っ子畑
保育園園長に聞く～保護者と共に向
き合ってきた子育て・保育・仕事と
いう課題　対象＝子育てをしながら
働くことに関心のある方　定員＝２５
人（申込順）　参加費＝無料　保育
＝有り（１０人、おやつ代１回１００円） 
申込方法＝電話、ファクスまたは直
接同センターへ
◆保育ボランティア研修講座
とき＝９月７日（木）午前１０時～正
午　内容＝０歳児から未就学児の発
達に合った保育・遊び方、ママたち
へのアドバイスの仕方など　講師＝
市内保育園副園長　対象＝保育ボラ
ンティア活動に関心のある方　定員
＝１５人（申込順）※子どもは同伴可。 
参加費＝無料　申込方法＝電話、フ
ァクスまたは直接同センターへ

�

◆こどもシアター
とき＝８月２７日（日）午前１０時３０分
～正午　内容＝「海ひこ・山ひこ」
「ぼくときどきぶた」　入場＝自由 
※フィルムなどの事情により一部変
更になる場合があります。
◆ぬいぐるみのおとまり会
とき＝９月９日（土）午後２時３０分
～３時　内容＝ぬいぐるみと一緒に
お話し会に参加してから、ぬいぐる
みだけ図書館に泊まる　対象＝市内
在住・在学の幼児～小学生（幼児・
小学校低学年は保護者同伴）　定員
＝２０人（申込順）　参加費＝無料　
申込方法＝電話、ファクスまたは直
接同館へ
◆ＺＡＭＡひまわりおはなし会
とき＝９月２日（土）・３日（日）
いずれも午前９時３０分～午後２時　
内容＝座間のお話しサークルや人形
劇サークルによるお話し会（同館で
プログラムを配布）　入場＝自由
◆ワンスモア・ブックス・フェア（古
本市）

とき＝９月２日（土）・３日（日）
いずれも午前１０時～午後１時　内容
＝図書館のリサイクル本を１冊１０円
で販売　持ち物＝購入した本を入れ
る袋　入場＝自由

�

◆男女共同参画推進委員（ボランテ
ィア）

募集人数＝若干名　応募資格＝１６歳
以上（高校生を除く）　活動内容＝
ふるさと祭りなどでのＰＲ活動、情
報誌「あくしゅ」の作成や講座・講

東地区文化センター
1０４６（２５３）０７８１　5０４６（２５３）０７８９

図書館
1０４６（２５５）１２１１　5０４６（２５２）５７０４

演会の運営（５回程度）など　任期
＝９月～平成３１年８月３１日（任期２
年）　活動日時＝▽会議＝平日午後
６時頃から２時間程度▽講演会・講
座など＝土曜・日曜日　報酬＝無し
（１年ごとに図書カード（２千円程
度予定）を贈呈）　活動場所＝市役
所会議室他　応募方法＝市役所１階
広聴人権課（〒２５２－８５６６緑ケ丘１－
１－１）で配布する所定の申込書（市
ホームページからダウンロード可）
に必要事項を記入の上、８月２５日 
（金）までに郵送、ファクスまたは
直接担当へ持参
担当 広聴人権課

1０４６（２５２）８０８７　5０４６（２５２）０２２０
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◆公立保育園へ
▽こいのぼり＝匿名
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　このコーナーに掲載を希望する場
合は、掲載希望号の発行日の１カ月
と１日前までに、市役所３階市政戦
略課で配布する掲載依頼用紙（市ホ
ームページからダウンロード可）に
必要事項を明記し、同市政戦略課に
提出してください。なお、必ず掲載
できるものではありませんので、ご
了承ください。
○目のことでお悩みの方の無料相談
　市視覚障害者協会では、見えにく
さに関する相談を受け付けています。
小さな文字が見えにくくなった、視
野が狭くなった、白く濁ったように
見えるなど、目のことでお悩みの方
はご相談ください。また、見やすくす
るための機器の紹介も行っています。
連絡先＝神奈川ライトハウス1０４６ 
（２０５）６０４０（新井）
○障がい者福祉施設「グローリー」
「ウインディーザマ」職員募集

募集人員＝若干名　応募資格＝精神
障がいに理解のある方　業務内容＝
生活訓練指導、菓子作り補助、チラ
シ配布同行など　勤務日時＝月曜～
金曜日午前８時４５分～午後４時４５分
（週２日以上勤務可能な方）※土曜・
日曜日行事参加の勤務有り。　時給
＝千円～　選考方法＝書類審査、面
接　応募方法＝市販の履歴書（写真
貼付）に必要事項を記入し、電話連
絡の上、本人が持参　問い合わせ先
＝グローリー1０４６（２４４）５４０４（前田）
○ほっとカフェ
とき＝８月２５日（金）午後１時３０分
～３時３０分　ところ＝サニープレイ
ス座間　内容＝物忘れが気になる方
や認知症の方を介護している方の語
らいの場　参加費＝一世帯１００円　 
問い合わせ先＝座間市立野台地域包
括センター1０４６（２６６）２００５
○屋根・外壁塗り替えセミナー
とき＝①８月２６日（土）②２７日（日）

善意のともしび 
（敬称略） 

みんなの広場 

いずれも午前１０時～正午　ところ＝
①ハーモニーホール座間②サニープ
レイス座間　対象＝どなたでも　定
員＝各３０人（申込順）　受講料＝無
料　申込方法＝電話で（一社）市民
講座運営委員会8０１２０（６８９）４１９へ
○専門家による暮らしの無料相談会
とき＝８月２７日（日）午前９時～午
後５時（受け付けは午後４時３０分ま
で）　ところ＝サニープレイス座間 
内容＝相続、遺言、不動産名義変更、
成年後見などの相談　定員＝２０人（申
込順）　参加方法＝電話で合同相談
会実行委員会8０１２０（６６７）８３０へ
○こども・わくわくエコあそび
とき＝９月２日（土）午後１時３０分
～４時３０分　ところ＝ひばりが丘コ
ミュニティセンター　内容＝リサイ
クル啓発キャラクターのパッカ君と
遊びながらリサイクルを学ぶ　対象
＝３歳児～小学生（未就学児は保護
者同伴）　定員＝１００人（先着順）　
参加費＝無料　参加方法＝当日直接
会場へ　問い合わせ先＝同センター
1０４６（２５７）７６９８
○障がい者対象に薬湯入浴券を配布
とき＝９月４日（月）～　ところ＝
相模健康センター　費用＝５千円（１０
枚綴り）　申込方法＝８月２５日（金）
までに電話またはファクスで市障害
者団体連合会1０４６（２６６）２００１5０４６ 
（２６６）２００９へ
○健康スポレク広場（元気クラブ）
とき＝①９月８日午後１時３０分～午
後４時②２９日午前１０時～午後０時３０
分③１０月６日午前１０時～正午いずれ
も金曜日（全３回）　ところ＝①③
サニープレイス座間②市公民館　内
容＝楽しいニュースポーツで体力ア
ップ他　対象＝６０歳以上　定員＝３０
人（申込順）　参加費＝５００円　申込
方法＝電話またはファクスで市レク
リエーション協会15０４６（２５３）４７２２
（佐藤）へ
○ＺＡＭＡビッグバンドジャズオー
ケストラ第２０回記念定期コンサー
ト
とき＝９月１０日（日）午後１時３０分
～（午後０時３０分開場）　ところ＝
ハーモニーホール座間　費用＝千円
（当日券１，２００円）　申込方法＝電話
で1０９０（４９６４）９０４３（清水）へ
○さがまちカレッジ「児童虐待をな
くすために～オレンジリボンを知
ろう」
とき＝９月１６日（土）午前１０時３０分
～正午　ところ＝和泉短期大学　内
容＝オレンジリボン運動の活動や児
童虐待の現実を学ぶ　参加費＝７００円 
※申込方法など詳しくは、さがまち
コンソーシアムのホームページ（htt 
ps://sagamachi.jp/manabi/con 
suniv/index.html）をご覧になる 
か、電話で同事務局1０４２（７４７）９０３８
へお問い合わせください。
○介護保険についての勉強会
とき＝９月２３日（土）午前１０時～正
午　ところ＝サニープレイス座間　
内容＝介護保険を使うときに迷わな
いために（基本編）　対象＝どなた
でも　定員＝２５人（申込順）　参加

費＝無料　申込方法＝電話でＮＰＯ
法人ワーカーズ・コレクティブたす
けっと1０４６（２５４）１２３６（木野）へ
○借金の返済や不当な投資勧誘に困
っていませんか？横浜財務事務所
の無料相談ご利用を
▽借金返済の相談（多重債務相談）
＝1０４５（６３３）２３３５　▽投資勧誘詐欺、
電子マネー・キャッシュカード手交
型詐欺の相談（金融詐欺相談）＝1 

０４５（２８５）０９８１
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　このコーナーに掲載を希望する場
合は、市役所３階市政戦略課で配布
する掲載依頼用紙（市ホームページ
からダウンロード可）に必要事項を
明記し、同市政戦略課に提出してく
ださい。なお、掲載は申込順で１団
体、年１回の掲載ですので、ご了承
ください。
○わかくさ会
とき＝原則毎月３回木曜日午後１時
～２時３０分　ところ＝相武台コミュ
ニティセンター　内容＝健康体操　
対象＝５０歳以上　会費＝月額千円　
連略先＝1０４６（２５６）９６９０（広瀬）
○無外流居合「いさま会」
とき＝毎月２～４回午前１０時～午後
２時他　ところ＝入谷小学校他　内
容＝居合、組太刀、試し斬り　対象
＝小学生以上　会費＝月額３，５００円 
～、入会金２千円、入会事務手数料
１，５００円　連絡先＝1０９０（５５３７）００８０
（藤原）
○手話ダンス「愛」
とき＝原則毎月第２・４日曜日午後
１時～４時　ところ＝東原コミュニ
ティセンター　対象＝どなたでも　
会費＝半年分３千円　連絡先＝1 

０４６（２５７）７６３５（川又）
○ひばり体操クラブ
とき＝毎月第１～３火曜日午前１０～
１１時３０分　ところ＝ひばりが丘南児
童館　内容＝ストレッチ・リズム体
操、フォークダンス　対象＝６０歳以
上　会費＝月額千円、入会金６００円　
連絡先＝1０４６（２５５）５５８２（熊代）
○座間太極拳愛好会
とき＝毎月４回火曜日午後１時～３
時　ところ＝東地区文化センター他 
対象＝どなたでも　会費＝月額３千
円　連絡先＝午後５時以降に1０４６ 
（２５３）６３８２（大矢）
○緑寿会（老人クラブ）囲碁部
とき＝毎週日曜日午後２時～５時　
ところ＝第一住宅相武台団地内集会
所　内容＝囲碁の対局・指導　対象
＝どなたでも（若人歓迎）　会費＝
月額３００円、入会金７００円　連絡先＝
1０４６（２５２）１３３２（杉本）
○民謡サークル唄

うたい

宿「将謡会」
やど

とき＝原則毎月２回土曜日午前１０時
～１１時３０分　ところ＝立野台コミュ
ニティセンター　内容＝民謡の謡い
方や節回しを学ぶ　対象＝どなたで
も（伴奏者歓迎）　会費＝月額千円　
連絡先＝1０９０（２０７３）７５５５（高崎）
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座間市役所　〒252-8566　神奈川県座間市緑ケ丘一丁目1番１号（郵便物は、郵便番号と「座間市役所＋課名」を記入することで届きます）
☎046（255）1111（代）　5046（255）3550　URL http://www.city.zama.kanagawa.jp/　　http://www.city.zama.kanagawa.jp/m/
◆開庁時間　月曜～金曜日（祝・休日と年末年始を除く）午前8時30分～午後5時15分
　※第2・第4土曜日の午前中も一部業務を行っています。
　問い合わせは､ 特に記載がなければ、開庁時間内にお願いします。 検索検索座間市ホームページ

広報広報広報広報

　若手作家の作品発表と市民が新しい分野の作品に出会う機会づくりを目
的に「現代美術展」を開催します。
　同展では、女子美術大学大学院生の伊藤夏実さん、西川絵里さん、松島
千晶さん、米田称侑さんが「フィルター」をテーマに多様な作品を展示し
ます。
○と　き　 9 月 5 日（火）～14日（木）午前 9時30分～午後 5時（11日（月）
を除く。最終日は午後 4時まで）
○ところ　ハーモニーホール座間（市民文化会館） 1
階ギャラリー・常設展示室
○入　場　自由
◆ギャラリートーク
　 9月10日（日）午後 1時30分から出展作家によるギ
ャラリートークを行います。

担当 生涯学習課　☎046(252)8476　5046(252)4311

　「ひまわり100万本のまち座間」を目指して配布したヒマワリの開花し
た写真を募集します。
　応募された写真は、市ホームページなどで紹介します（掲載できない写
真もあります）。詳しくは、担当へお問い合わせください。
○応募方法　写真の裏側に撮影場所（地域）を明記して、 9月15日（金）
までに〒252－8566座間市役所市政戦略課宛てに郵送（消印有効）または
直接担当へ持参（市ホームページから電子申請可）
担当 市政戦略課　☎046(252)8321　5046(255)5090

　市内で活躍する美術作家の指導の下、どなたでも参加できる初心者歓迎
の水彩画教室を開催します。道具は当日貸し出しますので、汚れても良い
格好でお越しください。
○と　き　 8 月28日（月）午前10時～午後 1時（予定）
○ところ　市役所 1階市民サロン
○参加費　無料
○参加方法　当日直接会場へ
担当 生涯学習課　☎046(252)8476　5046(252)4311

○受験案内・申込書の配布場所　
　　市役所 4階職員課・ 1階市民情報コーナー、各出張所（市ホームペー
ジからダウンロード可）
○申込方法　
　インターネットによる申し込み　 8月30日（水）午後 5時までに市ホー
ムページから電子申請
　郵送による申し込み　 8月30日（水）までに簡易書留郵便で〒252－8566
座間市役所職員課宛てに郵送（当日消印有効）
エントリーシートの提出
○提出日時　 9 月 5 日（火）・ 6日（水）午後 1時30分～ 4時30分
○提出場所　市役所 4階 4－ 2・ 3会議室
担当 職員課　☎046(252)7911　5046(255)3550

米田称侑さんの
作品

伊藤夏実さんの
作品

西川絵里さんの
作品

松島千晶さんの
作品

立野台地区合同防災訓練 （立野台地区自治会連合会） 
　ハナショウブ「座間の森」で有名な神奈川花の名所100選に選ばれた
立野台公園にて、立野台地区合同防災訓練が 6月 4日に立野台南・上・
西ノ原の 3自治会合同で開催されました。参加人員は70人でしたが、
防災という事で皆さん真剣に訓練に参加されていました。最初にまず
一時的な集合場所に集まったあと、災害時の工具類の展示を見て、そ
の後に、今年初めて子どもたちが参加して
の初期消火訓練を行いました。次に軽可搬
ポンプによる放水訓練があり、日頃のメン
テナンスの重要さについて消防署の方から
訓示がありました。最後に炊き出しで作っ
た豚汁、無洗米とアルファ米で作ったおに
ぎりを配り、訓練は無事終了しました。
 立野台地区自治会連合会会長　関口　敦

軽可搬ポンプによる放水訓練

　自治会は、地域住民の安全・安心と地域の発展のため、日頃からさまざ
まな活動に取り組んでいます。この連載も、多くの自治会員の皆さんの活
動に支えられています。自治会への加入などは、自治会総連合会事務局☎
5046(252)8751へお問い合わせください。

担当 市民協働課　☎046(252)7966　5046(255)3550

自治会トピックス
地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域でででででででででででででたたたたたたたたたたたたただだだだだだだだだだだだだいいいいいいいいいいいいいままままままままままままま活活活活活活活活活活活活活躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍中中中中中中中中中中中中中！！！！！！！！！！！！！安安安安安安安安安安安安安全全全全全全全全全全全全全・・・・・・・・・・・・・安安安安安安安安安安安安安心心心心心心心心心心心心心ななななななななななななな地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域づづづづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりりりり！！！！！！！！！！！！！地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域ででででででででででででたたたたたたたたたたたただだだだだだだだだだだだいいいいいいいいいいいいまままままままままままま活活活活活活活活活活活活躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍中中中中中中中中中中中中！！！！！！！！！！！！安安安安安安安安安安安安全全全全全全全全全全全全・・・・・・・・・・・・安安安安安安安安安安安安心心心心心心心心心心心心なななななななななななな地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域づづづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりりり！！！！！！！！！！！！

連連連連連連連連連連連連連 載載載載載載載載載載載載載
地域でただいま活躍中！安全・安心な地域づくり！

職　種 採用人数 受験資格

行政職 R 一般事務
（高校新卒者） 1人程度

平成30年 3 月に学校教育法に規定する高等学
校を卒業する見込みの方で、平成 9年 4月 2
日から平成12年 4 月 1 日までに生まれた方
※既に高等学校を卒業されている方は、受験
できません。　

消防職
S 消防職（上級）

3人程度

平成 2年 4月 2日から平成 8年 4月 1日まで
に生まれた方

T 消防職（初級） 平成 8年 4月 2日から平成12年 4 月 1 日まで
に生まれた方
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